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反
核
軍
縮
市
民
の
子
で

中
高
校
生
も
参
加
熱

を
お
と
し
て
死
亡
す
る
。
も
し
ア
ン

ド
レ
l
一
行
に
旋
毛
虫
の
知
識
が
あ

っ
た
ら
、
北
極
探
検
の
歴
史
は
違
っ

て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
寄
生
虫
だ
が
、
い
ま
や
生
活

環
境
が
警
警
れ
た
せ
い
か
、
昌
市

つ
い
忘
れ
が
ち
だ
が
、
昌
寄
生
虫

館
を
訪
ね
る
と
、
い
か
に
そ
の
知
識

が
甘
い
か
、
と
り
わ
け
海
外
協
他
行
を

計
画
し
て
い
る
人
は
そ
の
前
に
ぜ
ひ

同
館
へ
/

目
黒
寄
生
虫
館
に
は
人
体
は
む
ろ

ん
、
烏
や
魚
に
も
住
み
つ
く
寄
生
虫

全
般
の
標
本
、
そ
の
生
憲
、
歴
史
と

八
十
三
年
前
、
ス
エ
l
デ
ン
の
探

険
家
ア
ン
ド
レ
l
は
飛
行
船
に
よ
る

北
極
征
服
を
虫
己
し
玄
ア
l
ン
島
か

ら
飛
足
っ
た
0

・:
:
そ
の

一
行
の

選
体
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
二
十
三

年
後
の
昭
和
五
年
。
あ
と
一
歩
で
力

尽
き
た
。
彼
の
日
記
に
よ
る
と
、
飛

行
船
は
不
時
替
し
た
が
、
三
ヶ
月
も

歩
き
続
け
て
い
る
。
死
因
は
?
食
籾

に
し
た
白
熊
が
持
っ
て
い
た
旋
毛
虫

(
ト
リ
ヒ
ナ
)
と
い
、
量
生
虫
だ
っ

た
。
体
内
に
入
っ
た
幼
虫
の
仕
業
で
、

目
や
口
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
呼

吸
困
難
、
関
節
の
激
痛
な
Y
あ
症
状

¥
 

姻
虫
、
宮
ア
牛
」
あ
げ
感
興
経
路

と
病
的
症
状
を
明
か
に
し
て
、
予
防

を
呼
び
か
け
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
生
魚
、
生
肉
、
野
菜
、

目黒寄生虫館

J 

つ
ぽ
く

当臥

中学3年の吉閏さんも 「黙っていられなくて・・・・・・」 と

婦
人
参
政
権
を
生
か
せ

戦

争

へ

の

あ

の

道

は

ご

め

ん

だ

【
ア
ピ
ー
ル
】

か
つ
て
わ
た
く
し
た
ち
は
、
参
政
権
そ

も
た
ず
、
戦
争
へ
の
道
を
阻
む
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
百

一
万
人
以
上
の
人
命
を
失
い
、
終
わ
ら
ぬ
議
後
』
の
苦
し
み
は
、
い

・
ま
な
お
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
を
志
し
て
多
く
の
ア
ジ
ア
諸

一
国
民
を
殺
り
く
し
た
禍
根
は
永
久
に
つ
ぐ
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

一ん
。婦
人
参
政
権
は
、
平
和
の
た
め
に
と
そ
要
求
さ
れ
、
い
ま
、
わ
た

く
し
た
ち
は
そ
れ
を
手
に
し
て
い
る
の
で
す
。
権
利
の
L
L
に
眠
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
/

地
球
を

一
瞬
に
し
て
死
の
域
差
と
化
す
核
軍
鉱
競
争
か
、
世
界
の

一
平
和
と
安
全
書
留
か
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
ま
た
、
初
衛
予
算
の
膨

一
張
、
非
核
三
原
則
の
空
洞
化
、
宇
和
衛
伝
改
悪
な
ど
軍
事
化
が
強
ま

え
た
節
目
が
平
た
く
広
が
っ
て
最

終
的
に
は
横
一
今
、
縦
五
ミ
リ
ほ
Y
あ

節
目
に
な
っ
て
少
レ
ず
つ
切
れ
な

が
ち
使
と
と
も
に
出
「
ゆ
く
。
標
本

は
幼
虫
が
マ
ス
寿
司
か
A
t枠
内
に
入

っ
た
ケ
l
ス
で
本
人
は
三
ヶ
月
後
便

で
気
付
い
た
と
い
う
。
大
き
い
だ
け

に
不
気
味
だ
が
、
症
状
は
軽
い
腹
痛

や
貧
血
ぐ
ら
い
で
す
む
。
だ
が
宮
崎

肺
吸
虫
は
肺
に
穴
を
あ
け
る
の
で
、

中
間
宿
主
の
サ
ワ
ガ
ニ
、
モ
ズ
ク
ガ

ニ
、
ザ
リ
ガ
ニ
類
薪
圭
で
食
べ
た
り
、

つ
ぶ
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
禁

物
。
そ
の
体
液
が
飛
び
散
っ
た
ら
、

ま
わ
的
手
}
洗
い
流
す
乙
と
も
必
要
。

因
み
に
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ナ
メ
ク
ジ
も

広
東
住
血
線
虫
会
も
っ
て
い
る
と
と

が
あ
る
。

屯

震

が
国
民
奪

dgr・-」
一
精
い
っ
ぱ
い
守
的
元
い
。
何
の
力
も
言
語
長
尾
さ
ん
の
被
爆
談
を
蘭
い
た
一
ガ
ン
性
が
轡
き
と
い
う
)
。
⑪
油

山
望
書
金
生
後
八
カ
月
の
一
な
い
、
微
々
た
る
喜
の
私
た
ち
で
あ
と
、
裂
の
ア
ピ
ー
ル
を
葉
、
一

の
整
し
た
も
の
や
、
加
熱
し
す
ぎ

赤
ち
ゃ
ん
房
語
い
主
葱
言
を
し
た
。
一
す
が
、
小
さ
な
刀
で
も
纂
志
れ
ば
・
:
」
一
全
員
で
「
原
爆
許
茎
再
)
」
の
大
合
一
た
油
は
取
ら
よ
い
。
⑫
タ
バ
コ
は
吸

「
と
の
子
富
十
せ
を
、
母
と
し
て
、
一
そ
し
て
、
最
後
に
鬼
気
せ
ま
る
よ
一
唱
の
豆
つ
に
会
房
蘭
じ
た
。
一
わ
な
い
(
一
日
、

一一

O
本
以
上
怒
っ

l
i
a
'
:
-
A『
1
l
'l
ハ
H
H
H
N
V
i
l
l
-
-

一
人
は
一
本
怒
っ
主
」
に
一
四
分
三

O

吋

v

襲
ャ
イ
輝
河
V
先

端

131
バ

秒

、

寿

命

が

縮

ま

る

。

胎

兜

に

及

ぼ

す
蓄
が
大
き
い
)
。
⑬
深
酒
を
し
な

酬

守

1
i会
謀
議
議

J

ぃ
。
@
遣
の
紫
外
線
に
あ
た
是

事
】

2
7一七
膨

引

い

。

⑮

過

労

委

」

け

一審
遺
伝
性
発

、盟
P
U耽
廟
腕
棋
幽
・

3醐
綴
綴
綴

ガ

ン

件

的

J

あ
る
食
品
は
絶
対
に
食
ベ

グ

W
蹴
1
J制
ば

p
h綱
務
創
週
開
制
判

な
い
。

i

長

r
z弘
観
阪
、
必
鼠
鼠
限

一J
4
m
u
s
r，
滋
得

aa劉
惣
湯
冷
緩

桜

吹

令

一

三

-J伝
子

山

¥

ー

イ

ま

た

、
日
用
品
部
の
調
べ
に
よ
る

で

HHn日
l

叫

w
p
h
J
ι、
河

町

崎
乳
ビ
ン
の
ゴ
ム
乳
首
か
ら
発
ガ
ン

合

一

ふ

併

幽

m
f
i
t
F

，

ザ

性

の
あ
る
-
下
ロ
ソ
ア
ミ
ン
ゃ
、
そ

酔
い
川
崎
ぷ
均
引
1

4

H

J

F

宗
務
質
が
高
濃
度
価
検
出
さ
れ

哨

均

配

捌
m

J

お
ぷ
お
F

i

、

《
岬
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
怒
し
い
事
実

.

，

‘

.

ヴ

也

完

治

m3M町

-a
y告を
i

k

J
L
動

伊

終え
J
Y
F
p
j
i
院

を

鷺

明
~
や
環
器
の
、
東
京
都
衛
生
↑
年
報
を

普

1
4
J

冒

升

按
配
臨
闘
湖

a
l
i
t

ヘ山J
週

密

議
議

「

一

πに
作
成
し
h

九
「
肺
ガ
ン
答
箸
数
」

'

際

齢

際

協

九

ド
の
グ
ラ
フ
は
興
味
深
い
も
の
だ
。
そ

β

f
句

凶

園

駅

れ

に
よ
る
と
、
棄
区
・
市
の
中
で

E殴
l
脳

冶
眠
劇
協

v
v
b札
最
も
柿
ガ
ン
死
亡
率
が
多
い
の
は
中

・
凋
B
E邑
圃
司
弘
警

ιa湯
綴

¥
央
区
で
、
一

O
万
人
中
三
七

・
五
人
0

・

;附ー
ー
航
亨
ー
ト

i

昭
和
三
十
五
年
に
比
べ
て
倍
率
が
高

気

・
a・
・
園
開

く
な
っ
た
の
は
千
代
田
区
で
二
手

十
戸

臨

・
卿

z

五
年
に
は
一

O
万
人
中
三

・
回

会

・
ぺ

M
id
・
開
j

，
っ
た
の
が
買
十
五
年
に
は
三
六

・
五

いい
-V』
園
開
i
t

人
。
約
十
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。

芝
、
食
品
部
で
は
死
亡
原
肉
の
一
一
方
、
役
霊
は
い
ま
だ
に
ト
ラ

ト
ッ
プ
で
あ
る
ガ
ン
と
化
学
物
質
、
一
プ
ル
が
憎
唱
え
て
い
る
訪
問
販
売
に
つ

タ
バ
コ
の
つ
な
が
り
伊
逼
求
し
「
ガ
一
い
て
調
竜

ン
に
な
ら
な
い
た
め
の
土
ハ
条
」
を

提
唱。ガ

ン

に

な

ら

な

い

た

め

の

+

六

条

800の席はいっぱい

身を守るのは知識

婦

金

問

習

の

四

平

日

語

一

努

に

使

え

な

い

署

長

て

一

で

焚

ぎ

て

な

よ

国

際

レ

ベ

ル

子

EBIo-2
i

一一一
一

一
面
豊
富
露
骨
厚
て
一
き
た
が
、
き
や
そ
れ
は
幻
想
と
な
一
で
の
軍
縮
の
よ

T
Zを一
説
)
」
の
長
の
あ

E
L

--一一

婦

人

の

行

聖

母

雲

(

地

肘

一

っ

た

」

と

題

。

「

六

月

の

軍

総

一

つ

く

る

べ

き

弓

そ

し

て

単

に

軍

一

げ

室

長

悲

喜

義

を

一

一一一一一

連

、

婦

人

有

権

者

同

盟

な

ど

三

十

八

一

会

を

意

味

あ

る

も

の

に

す

る

の

は

、

一

緒

総

会

の

時

だ

け

で

な

く

、

し

よ

っ

て

品

せ

た

へ

ひ

と

の

中

か

ら

、

七

人

の

一

一一一一一一

団

体

)

土

産

の

「

私

た

ち

の

一

票

で

一

こ

れ

か

ら

の

わ

れ

わ

れ

の

運

動

に

か

一

宝

声

を

あ

げ

る

こ

と

」

「

昨

年

の

也

一

女

性

が

平

和

へ

寄

せ

る

気

も

向

吾

諒

一

一一一一一

平
和
薬
品
人
の
つ
ど
い
」
重
一
か
っ
て
い
る
。
核
実
堅
実
核
兵
一
界
思
軍
資
は
五
百
五
十
常
ル
に
一
え
弓
警
君
、
横
浜
市
旭
区
の

一一一一一

京

一

ツ

橋

の

日

本

教

育

会

館

で

聞

か

一

器

の

大

幅

な

削

減

を

一

刻

も

早

く

か

一

の

ぼ

っ

て

い

る

。

そ

の

一

方

、

世

界

一

主

婦

中

村

弘

子

さ

ん

。

東

京

都

北

区

一

F
一一一

れ
た
。
吉
と
ら
ま
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
れ
一
の
人
口
室
分
が
、
飲
め
る
水
が
な
一
の
中
学
三
年
生

・
吉

田

な

つ

み

さ

一

一
=
=

長
づ
れ
の
若
い
マ
マ
や
学
生
の
一
は
、
米
ソ
の
交
渉
の
合
要
得
っ
て
一
く
困
っ
て
お
り
、
多
数
の
人
議
死
一
ん
。
宮
市
の
主
席

・
江

頭

撃

さ

一

一=一一一

盗
も
阿
国
立
つ
客
席
は
、
八
百
の
席
も
一
い
て
は
間
に
あ
わ
な
い
。
核
兵
器
を
一
・
し
て
い
る
。
箪
縮
は
権
利
で
な
く
義
一
ん
b

早
稲
田
大
学
三
年
生

・
圏

際

軍

一

一

一↑一一一

満

席

の

勇

一

話

て

る

議

を

二

高

に

始

め

な

一

務

で

あ

る

。
需
に
ま
か
せ
て
い
て
一
事
連
の
久
相
ひ
と
み
さ
ん
。

裏

一一一一一

大
友
よ
金
主
地
婦
連
会
長
の
あ
い
け
れ
ば
安
り
な
ど
と
説
く
。
一
は
軍
縮
は
出
来
な
い
。
市
民
が
国
際
一
都
新
宿
区
の
主
婦

・
荒

木

綾

子

さ

-

一
一

さ

つ

の

あ

と

、

チ

ェ

ロ

の

井

長

鐙

一

そ

し

て

噌

大

す

る

一

方

の

円

本

一

政

治

の

毒

に

な

る

つ

。

」

と

、

力

一

ん

。

雲

市

の

准

看

護

婦

で

一

児

の

一

一一-u
一

氏
の
演
奏
。
つ
づ
い
て
坂
本
義
和
一
の
軍
備
に
つ
い
て
「
ア
メ
ソ
カ
の
兵
強
く
結
ん
弓
一
母
親

・
二
十
三
歳
の
山
崎
泰
子
さ
一
室
し
た
・
:
・
:
」
と
い
う
。
吉
田
さ
一

・:
。
今
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た
人
た
一
一
一一一一一一

東
大
教
授
の
「
軍
縮
主
巾
民
」
に
つ
一
器
体
系
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
認
識
一
こ
の
あ
お
フ
ィ
ー
ト
覇
第
二
ん
。
墓
泉
都
世
貝
金
に
住
宅
十
一
ん
は
、
六
十
四
人
の
署
名
を
と
っ
て
、
一
ち
の
一
人
一
人
に
共
罪
ま
ぶ
覇
一
一
一ニ一一一

い
忘
記
念
講
票
あ
っ
た
。
坂
本
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。
一
作
の
映
画
「
に
ん
げ
ん
を
か
き
一

二
歳
の
被
爆
者
・
喜
代
さ
ん
。
一
広
げ
一

季

語

三

一

で

な

け

れ

ば

、

主

義

L
て
み
一

一一一一一一一

号
、
事
「
核
兵
器
は
か
つ
て
は
一
「
軍
縮
震
出
来
て
い
る
が
、
本
気
一
国
連
が
つ
く
っ
た
風
刺
ア
ニ
メ
「
T
一
ど
の
人
も
み
な
、
乙
ん
な
大
き
な
一
早
大
詰
久
和
さ
ん
は
「
国
際
軍
一
れ
ば
タ
カ
準
金
権
需
か
当
選
し
二
一一一一一

圃
W

大
会
の
壇
上
で
し
ゃ
べ
る
の
な
ど
、
一
縮
学
連
な
ん
て
名
巨
大
き
い
け
れ
一
て
年

2思
い
ま
す
。
」
と
訴
え
一

I
T

-

-
E
E

生
ま
れ
で
は
じ
め
て
と
い
う
人
ば
か
一
ど
、
昨
年
の
士
一
尺
た
っ
た
七
人
一
る
。
一

一一一一一一

・
・
・
・

り
。
一
で
つ
く
っ
た
会
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
一
荒
木
さ
ん
は
、
「
戦
時
中
、
学
琵
一

-

-

E

E

-

-

中
学
生
害
固
な
つ
み
さ
ん
は
、
一
が
一
月
に
朝
日
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
一
疎
開
の
教
員
で
あ
っ
た
。
一
ニ
月
十
日
一
票
都
地
重
賞
者
団
体
連
一雲

圃
・
・
・

「
母
と
町
へ
出
働
け
て
い
た
と
き
、
一
と
、
五
百
人
の
人
が
問
い
合
わ
せ
を
一
の
窃
惑
で
学
区
が
焼
け
、
=
厚
生
の
一
が
、
特
頃
「
第
八
回
消
費
者
か
ら
見

.

.

 

原
爆
の
パ
ネ
ル
を
見
て
思
わ
ず
回
一
く
れ
二
盲
人
が
す
ぐ
申
込
み
を
し
一
児
童
に
親
が
死
ん
だ
と
血
母
た
時
の
一
た
欠
陥
曹
崖
」
寄
宿
駅
地
下
サ

鴫

ー
i
i

を
そ
ら
し
ま
し
た
。
す
ぐ
そ
の
場
で
一
て
く
れ
ま
し
た
。
会
員
の
、

2
q
九
一
辛
さ
。
ワ
ッ
と
泣
い
た
芦
を
忘
れ
ら
一
ブ
ナ
l
ド
で
開
い
た
。

『

署

名

を

し

ま

レ

た

が

、

写
真
か
ら
自
一
割
が
こ
う
し
た
運
動
に
未
経
験
で
一
れ
な
い
。
私
も
五
月
の
安
感
で
家
を
一
私
た
ち
の
身
の
図
的
差
取
り
ま
く

?

が
離
れ
ず
、
中
学
生
の
私
で
も
出
来
一
す
。
無
関
、
信
代
と
い
わ
れ
る
私
た
一
焼
か
れ
、
母
は
心
労
で
四
十
九
歳
で
一
さ
ま
ざ
差
欠
陥
商
品
の
中
か
ら
、

た
で
し
ま
っ
た
。
間
の
た
め
、
と
一
書
聞
の
着
色

・
添
加
物
ど
発
宅

℃
つ
が
、
国
は
国
民
を
守
A
な
か
っ
一
の
関
り
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
、

品

・

・

・

一

明件丸

.

・

っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
の
地
嬰
保
験
U
た
最
初
の
一

被
爆
国
日
本
は
、
人
類
生
存
の
た
め
、
平
和
選
択
の
要
あ
や
ま
っ
一

で
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
界
の
平
和
は
、
被
そ
の
仰
の
軍
事
力
の
均
衡
に
よ
っ
て
保
た
れ
…

る
も
の
で
は
な
く
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
尊
歯
す
る
政
策
に
よ
っ
て

と
そ
守
ら
れ
る
の
で
す
。

早
め
第
孟
と
し
て
、
白
本
政
府
と
一
第
二
回
国
霊
繍
特
別
警

に
む
け
、
核
兵
聾
歪
禁
止
と
軍
縮
を
要
務
す
る
こ
干
万
人
署
名
運

動
に
全
力
を
投
入
し
、
全
世
界
へ
反
核
の
波
を
ひ
ろ
げ
る
と
と
も
に
、

婦
人
の
一
票
で
政
治
を
か
え
、
平
和
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

婦
人
の
み
宰
c
ん
/
こ
の
仔
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
グ

一
九
八
二
年
四

月

十

回

一

研
究
費
ι告
ち
、
各
種
寄
生
虫
の
分
布
ぺ
ツ
よ
ト
類
を
適
し
て
口
か
ら
入
つ
ζた

図
を
は
じ
め
処
、
さ
孟
己
三
占

震屡一示ポがある
。

の

あ

い

だ

か

ら

体
内
に
浸
入
し
て
く

ま
ず
人
体
に
関
超
し
た
も
の
か
ら
る
。
や
つ
と
肉
眼
で
見
『主忍
G
大きき-さ

見
て
い
こζ
『
つ
。
人
体
の
寄
生
虫
は
、
だ
が
、
体
内
で
栄
養
を
ぬ
す
み
な
が

世
界
で
約
二
百
種
あ
ま
り
発
見
さ
れ
ら
、
ど
ん
ど
ん
肥
り
、
広
節
裂
頭
条

て
い
る

3
2っ
日
本
に
は
約
百
種
類
。
虫
に
い
た
っ
て
は
一
日
数
弓
の
勢
い

と
く
に
注
意
を
要
す
る
寄
生
虫
と
し
で
成
長
し
て
い
く
。

て
、
同
館
で
は
肺
吸
虫
、
肝
吸
虫
、
そ
の
標
本
が
館
内
に
あ
る
。
全
長

横
川
吸
虫
、

日
本
性
血
吸
虫
、
無
鈎
七
・

O
五
日
制
。
頭
は
米
粒
ほ
ど
だ
が
、

空
虫
、
広
節
裂
頭
条
虫
、
有
鈎
条
虫
、
尾
つ
ぼ
に
い
く
に
つ
れ
て
卵
を
か
か

第

二
回

国

連

軍

縮

特

別

総

会

に

向

け

て

婦
人
の
行
動
を
広
げ
る
会

?官官
。棄を

時
熱Tこ

書量
子室

淡
水
魚
(
モ
ツ
ゴ
フ
ナ
、
な
ど
)
に

い
る
肝
吸
虫
は
、
ま
だ
原
虫
薬
が
開

発
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
感
染
し
た

ら
キ
の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
が
な
い
。
焼

魚
に
し
て
も
、
と
き
ど
き
尾
先
に
逃

阜
、
ゆ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
煮
た

ほ
つ
が
無
難
の
さ
つ
だ
。

日
本
住
血
吸
虫
症
は
激
し
い
下
痢

か
ら
始
ま
っ
て
、
慢
性
化
す
る
と
肝

硬
変
に
な
る
。
平
供
は
発
育
不
全
を

お
と
す
な
ど
、
こ
れ
も
治
り
に
く
い

病
気
。
媒
介
は
淡
水
産
貝
類
な
の
で
、

略
行
地
の
水
に
は
入
ら
な
い
こ
と
。

館
内
で
は
、
乙
-P
レ
た
説
明
に
加

え
て
、
さ
ら
に
日
本
の
風
土
病
的
寄

生
虫
の
分
布
図
を
用
意
し
て
↑
②
合
。

肺
吸
虫
や
肝
吸
虫
な
ど
約
八
種
あ

費寄牛
へ虫
?ま
人だ
は潜
ぢ行
一 中
見

げ
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
最
初

に
紹
介
し
た
旋
毛
虫
ち
あ
っ
た
δ

と

れ
は
日
本
に
は
い
な
い
と
思
わ
れ
て

い
た
の
だ
が
、

一
硬
か
数
年
前
、
青

森
県
で
ク
マ
の
刺
身
を
食
べ
た
猟
師

た
ち
が
、
ジ
ン
マ
シ
ン
と
発
熱
、

全

身
の
筋
肉
痛
に
か
か
っ
た
乙
と
か
ろ

発
見
さ
れ
た
の
だ
。
ま
た
顎
口
虫
は

ラ
イ
魚
の
刺
身
か
ら
、
体
内
に
入
っ

て
、
あ
ち
乙
主
爵
き
ま
わ
り
固
に
く

れ
ば
失
明
、
関
節
に
く
る
と
歩
砂
な

く
な
る
。
薬
で
退
治
で
斉
守
J

、
皮
下

に
き
た
と
き
に
手
術
で
取
り
出
す
以

外
な
い
の
だ
が
、
成
功
例
は
の
志
い
。

顎
口
虫
は
体
内
で
二
十
年
以
よ
も
生

き
続
け
る
の
で
-
フ
イ
魚
は
ナ
マ
で
食

べ
な
い
こ
と
だ
。

熱
費
病
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
分
布

図
を
み
る
と
、
マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
、

ペ
ス
ト
:
:な
ど
、
な
じ
昼
深
い
熱

情
病
の
ほ
か
に
、
昏
暖
状
筏
穿
」
な
っ

て
死
「
守
d

る
臨
眠
病
、
皮
綱
が
相
似
市
場

状
に
崩
れ
る
皮
膚
リ
l
シ
ュ
ア
ニ
ア

病
、
下
肢
な
Y
添
異
常
に
太
く
な
る

象
皮
病
な
Y
か
あ
り
、
開
館
で
は
、

こ
の
ほ
か
「
一
お
そ
ろ
し
い
熱
情
病
の

あ
れ
乙
れ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

戸
巴
て
海
外
旅
行
者
に
予
防
対
策

委
託
が
し
て
い
る
。

同
館
創
立
者
の
色
谷
了
館
長
は

「
生
物
界
全
禄
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ

ど
寄
生
虫
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
は
な

い
ん
で
す
よ
。
軍
幸
乞
殺
レ
た
ろ
自

分
自
身
も
死
に
ま
す
し
ね
。
私
と
し

実物とパネルで分り易くJF伺
髪
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
訪
問
販

売
な
ど
が
パ
ネ
ル
や
実
物
を
展
示
し

て
、
解
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
た
。

特
に
、
色
鮮
や
か
に
着
色
さ
れ
た

食
品
、
切
え
ば
シ
パ
ロ
、
タ
ク
ア
ン
、

紅
シ
ョ
ウ
ガ
、
梅
干
、
子
供
向
け
の

菓
子
な
ど
に
つ
い
て
H

不
買
宣
言
H

を
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
回
象
強

く
、
時
間
口
問
攻
勢
の
中
、
自
分
の
身
を

守
る
の
は
自
分
の
知
識
し
か
な
い
事

を
実
感
。

剛

守

F

持
品
W

F

叩オ十

a
J
弘
ヲ

吋

n，F
W
M早
川

町〆

曲
幽
明

」タ

1 7

叩

yv

側
二

時

h
F

W

フ

e

…
m
w
g
N

れ

叫日
夕

挙J撃P

そ
れ
ぞ
れ
ボ
タ
ン
点
滅
に
よ
っ

て
寄
生
虫
の
分
布
が
一
目
瞭
然
。

ゾ
ッ
と
す
る
よ
う
な
症
宍
ハ
ネ
ル

も
。
下
H
人
体
に
住
み
つ
く
寄
生
虫
類

の
標
本
と
、
そ
の
棲
息
場
所
。
右

手
に
あ
る
の
は
全
農
七
・

O
五
M

の
広
節
裂
頭
条
虫
の
標
本
。

て
は
不
自
然
な
形
で
軍
吉
と
り
つ

い
た
時
、
そ
の
盟
主
に
損
害
を
も
た

ら
す
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
寄
生

虫
の
適
応
性
に
は
、
人
闘
が
学
ぶ
乙

と
も
多
い
で
す
よ
」
と
語
る
。
寄
坐

虫
学
者
と
し
て
間
界
的
な
活
動
乞
し

て
い
る
亀
谷
氏
。
そ
し
て
興
味
深
い

塵
一
小
吻
在
禿
比
ま
だ
あ
る
。
そ
れ
は
白

次
回
に
ー
ー
。

マ
目
黒
寄
生
虫
館
東
京
都
圏
霞

下
目
黒
四
丁
目
一
ー
1
一

2
0
一一一|

七
二
ハ
|
二
一
六
四
5
五

マ
交
通
山
の
手
線
目
黒
駅
下
車
徒

歩
十
五
分
弱
パ
ス
は
西
口
か

A
E

れ
も
大
鳥
神
社
前
下
車
徒
歩

一
分
マ

開
館
は
十
時
か
ら
四
時
三
十
分

マ
休
館
は
毎
週
月
暗
目
、
祝
日
お
よ

び
十
二
月
二
十
八
日
5
一
月
四
日

マ
入
館
料
は
無
時dち

t
t
i
t
-
-
1
1
1
ta
-
-
-

曹『・・・・
l
i
t
-
-』
1
1
1

-R**
た
と
語

h
j
ほ
と
ん
Y
め
女
が
、
核

E
R一
兵
器
反
対
を
唱
え
て
も

一

i-一国政に
十
分
反
映
さ
れ

-
4
4
守
一

な
い
。
自
白
の
回
申
さ

一
人
一

ん
は
ヤ
パ
イ
と
思
っ
て

一
轟
虫

、
思
議
員
ば
ど
ん

「
1
〕

ど
ん
田
中
軍
団
に
組
み

量
れ
る
。
奪
」
か
。

一
女
性
が
政
治
を
敬
遠
す
る
の
も
一

因

意

志

を

明

確

に

一
と
恩
っ
。
一
昨
事
衆
参
ダ
ブ
ル
選

何
よ
り
も
「
患
っ
」
「
買
わ
な
い
」
一
挙
で
は
有
権
者
の
五
一
・
六
物
が
女

の
意
思
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
什
毒
事
が
大
一
性
な
の
に
、
当
選
議
員
の
、2
P女
性

勾
ま
ず
契
約
を
す
る
前
に
、
そ
の
一

は
衆
院
で

一
・
主
ハ
俗
、
参
院
で
は

①
焼
け
こ
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い
一
商
品
は
本
当
疋
必
要
が
あ
る
か
。
随
一
七

・
一
四
物
で
あ
る
。
と
れ
で
は
女

(
魚
肉
な
Y
動
物
性
タ
ン
パ
ク
を
炎
一
口
田
知
識
は
確
か
か
、
冷
静
に
考
え
、
一
の
一
考
え
方
が
政
治
に
反
映
女
れ
る
わ

の
で
る
燃
料
で
焼
く
と
、
成
分
の
ア
一
あ
い
ま
い
安
達
ほ
断
る
勇
気
竜
一
け
が
な
い
。
市
川
房
枝
さ
ん
が
金
の

ミ
ノ
酸
が
加
熱
さ
れ
て
変
化
を
起
一
契
約
す
る
と
き
は
、
y
ザ
契
約
書
一
か
か
ら
な
い
公
明
選
挙
を
唱
え
続
け

し
、
発
カ
ン
物
質
を
生
み
出
す

)
o
Z読
み
、
不
明
な
点
や
説
明
L
f
達
っ
一
た
の
は
、
政
治
の
腐
敗
が
ζ
」
か
ら

②
安
全
食
品
を
偏
食
し
な
い
で
パ
ラ
一
点
が
あ
れ
ば
確
か
め
て
お
く
。
特
別
一
生
ま
れ
る
こ
と
、
と
れ
を
正
す
の
は

ン
ス
よ
く
と
る
。
③
長
子
的
食
べ
合
一
な
条
件
を
出
し
た
と
き
は
包
き
加
え
一
女
性
の
力
乙
そ
だ
、
と
信
じ
た
か
ら

わ
せ
に
気
を
つ
け
る

(
食
品
に
添
加
一
さ
せ
る
。
名
刺
を
も
ら
っ
。
一
で
あ
る
っ
。

さ
れ
て
い
る
合
成
物
質
が
組
み
合
わ
一
契
約
後
考
え
な
お
し
て
解
除
心
た

一

合
合
脅

来
年
は
選
挙
の
年
で
あ

さ
っ
て
発
ガ
ン
性
の
も
の
に
な
る
一
い
時
は
、
撃
か
に
文
信
(
内
容
証
一
る
。
自
民
党
の
総
裁
選
が
急
で
衆

と
と
が
胆
り
か
に
な
っ
た
)
。
④
同
一
明
が
確
実
)
で
意
思
を
表
示
す
る
。
一
院
は
と
の
秋
と
み
る
向
き
も
あ
る
が

一
食
事
ξ
り
返
し
て
取
ら
な
い
。
一
契
約
し
た
白
書
め
て
、
四
日
以
内
一
統
一

地
方
選
、
参
事
と
い
ず
れ
に

⑤
刀
ビ
の
生
え
た
食
物
を
避
け
る
。
一
で
あ
れ
ば
、
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
一
し
で
も
軒
房
設
ベ
て
選
挙
は
や
っ
て

⑥
塩
辛
い
も
の
、
熱
い
も
の
は
食
べ
一
約
の
解
庚
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
)
一
く
る
O

H

あ

A
6る
分
野
へ
の
女
性

な
い
。
⑦
食
品
添
加
物
は
と
ら
な
い
。
一
を
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
仮
に
セ
l
一
の
進
出
M
|
|
い
ま
こ
そ
乙
の
合
言

③
禽
へ
す
妻
避
け
、
脂
罪
主
り
一
ル
ス
マ
ン
が
契
約
書
類
妻
泊
費
者
一
萎
圭
か
す
た
め
に
、
資
任
あ
る
、

過
ぎ
な
い
。
⑨
ビ
タ
ミ
ン
A
、
E
、
一
に
事
U
て
い
な
い
場
合
は
、
四
回
過
一
考
え
た
一
票
を
行
使
せ
ね
ば
な
ら

C
植
物
繊
維
が
蚕
物
か
ら
取
る
。
⑮
一
ぎ
て
も
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
も
終
わ
一
ぬ
。
そ
の
た
め
に
女
の
立
場
で
話
合

食
物
は
で
き
る
だ
け
良
く
か
む
(
だ
一
つ
て
な
い
と
と
に
な
る
。

一

ぃ
、
今
か
ち
そ
の
日
の
準
備
手
話
め

液
に
は
十
五
種
も
あ
る
酸
素
郡
と
ビ
一
し
か
し
、
こ
の
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
一
喜
っ
。
決
し
て
早
く
は
な
い
。
こ
こ

タ
ミ
ン
C
を
は
じ
め
、
数
種
の
ビ
タ
一
フ
制
に
も
い
く
つ
か
の
盲
点
が
あ
一
で
、
福
岡
県
三
瀦
(
み
す
ま
)
町
の

ミ
ン
が
あ
り
、
発
ガ
ン
の
毒
を
消
す
る
。
①
購
入
契
約
と
同
時
に
代
孝
政
治
学
級
の
婦
人
た
お
翠
毒
化

力
を
待
っ
て
い
る
。
表
べ
物
に
だ
液
一
金
額
支
払
っ
た
苛
②
揖
尽
商
品
の
一
の
週
筋
が
、
ど
こ
の
地
方
に
-h
議
つ

霊
ぜ
る
た
め
三
O
秒
噛
む
と
、
発
一
中
で
、
健
康
食
品
、
コ
ン
ド
l
ム
、
一
て
い
る
で
あ
る
弓
飲
ま
せ
食
わ
せ」

-
明

1
1
1
h
F也
'E

一
の
お
祭
畠
塞
を
一
掃
し
た
と
い
う

・司
~
;
姐
，S
T

・

-

-E明，
t
t

一
一
報
道
は
、
心
に
灯
を
と
も
し
て
く
れ

圃司
令

三

角

多

一

一
れい
一
ι守

紗
hb

一た。

明
白際
h
Fih寺
舎

一

合
合
合

乙
の
婦
人
の
一
政
治
学
級

司
市一
、，
F
ぬ
れ

助

一

了
!?

?

炎

上

続

一

は

十

四

年

前

に

六

人

で

発

足

し

た

。

川

2
4

一
愚
初
が
ゴ
ミ
問
時
前
内
事

い

て

わ

れ

押

み

を

一

「

ゴ

ミ

に
埋
れ
た
町
」
の
地
図
と
ス

一
ラ
イ
ド
を
つ
く
り
、
訴
え
て
、
行
政

一
房
銃
か
し
た
。
実
力
を
買
わ
れ
て
メ

一
ン
パ
ー
が
三
十
人
に
ふ
え
、
政
治
学

一
級
が
考
唱
え
、
千
六
百
人
の
婦
人
会
員

一
が
手
足
ど
な
っ
て
動
く
パ
タ
ー
ン
が

出
翌
九
。
そ
の
力
が
四
士
ハ
年
秋
の

町
議
選
で
発
関
さ
れ
る
。
①
婦
人
会

の
役
験
者
は
推
間
人
に
な
ら
な
い
②

炊
き
出
し
に
は
出
な
い
③
徹
夜
の
張

り
番
は
し
な
い
④
飲
み
食
い
の
場
に

は
一
切
出
な
い
、
な
Y
湊
決
抽
晒
し
た
。

半
強
制
的
人
や
呈
己
れ
て
い
た
お
祭

り
選
挙
の
習
慣
を
返
上
し
た
の
で
あ

る
。
若
年
層
の
棄
権
を
防
ぐ
た
め
三

十
歳
以
下
の
全
員
に
手
紙
が
曲
し
た

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
介
箕
に
「
キ
レ
イ

な
選
挙
」
を
呼
び
か
け
る
デ
モ
仔
進

も
し
た
。
も
ち
只
ず
ん
激
し
い
抵
抗
も

あ
っ
た
レ
、
カ
ネ
が
全
く
適
用
し
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
し

か
し
、
遺
筋
を
通
じ
て
女
が
選
挙
に

昌
己
め
た
乙
と
、
さ
ら
に
同
様
の
活

動
の
輸
が
全
国
的
に
ひ
広
が
る
な
ら
U

来
年
は
そ
の
か
け
時
間
え
な
い
チ
ャ
ン

ス
な
の
弓

義務桝

"/) 

生
理
用
品
、
防
足
剤
、
作
粧
品
、
壁

紙
、
履
物
な
ど
の
七
品
目
に
つ
い
て

は
、
開
封
し
た
り
、
使
っ
た
り
す
る

と
無
条
件
で
解
約
で
き
な
く
な
る
。

③
購
入
契
約
を
営
業
所
で
し
た
場

合
、
訪
問
販
宥
径
の
対
象
外
の
高
行

為
と
い
、
っ
と
と
で
、
乙
の
制
度
は
利

用
で
き
な
く
な
る
。

岡
部
で
は
「
ど
ん
な
法
律
や
制
度

を
作
つ
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
カ
バ
ー

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
消
費
者
の

一
人
一
人
が
学
習
レ
、
知
織
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
、
紛
争

の
要
因
に
つ
い
て
も
業
者
六
、
消
費

者
四
く
ら
い
の
製
口
で
存
在
す
る
。

消
貧
者
に
も
「
非
」
が
あ
る
こ
台
を

訴
え
、
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
っ

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

きを皆様にお届けするばかりではありません。

地域社会の発展に貢献しようとL、う企業理念

をもっていますL世界のEの国でも、その国の人

びとがコカ・コーラや関連製品を製造、販売す

るために、地元資本によるポトリング会社をつ〈

り、多くの関連産業と協力しその国の経済発展

に寄与しています二また教育、文化、スポーツ活

動などの普及、振興のお手伝いを通じて地成

社会の発展のお役に立ちb吃願っていますL

コカ・コーラは1886年(明治19年)、米国ジョー

ジア州アトランタで初めてつ(られてから、すでに

100年になろうtしていますLこの問、コカ・コーラの

さわやかさは、すこしもかわってL、ません。そして今

では世界135ヵ国以上で毎日21:意3300万杯以

上(1杯=ま句236""換算1978年現在)も愛飲さ

れています~~この国でも厳L~、品質管理基準の

もと、同じおいしさ、同じきわやかさを皆様にお届

りじていますLコカ・コーラポトラーズli、きわやか

.1910年{明治43年}から1915年(大正4年)ごろまでは馬車が主な配送手段でした.

劫コーラポトラーズ盟-現在のルートカ-.¥、まではコカ・コーラは世界135ヶ国以上で毎日2億3300万杯以上も愛飲されていますL

時 はカ3わっても、
かわら必ものカ ります;
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巳
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海
外
つ
子
の
好
き
な
本

ω

図
曹
宰
を
つ
く
っ
た
己
宍
本
本
堤
魅
力
応
乏
し
か
っ
た
雲
」

を
購
入
す
る
か
ど
『
が
が
奇
樹
立
客
で
し
ょ
弓
市

に
な
っ
た
も
の
で
し
弓
帰
国
す
は
じ
め
、
俊
民
赤
字
ん
な
宜
を

る
人
が
本
接
寄
附
す
る
だ
民
ズ
ピ
か
求
め
て
い
る
の
か
、
園
内
と
同
じ

ら
τ

と
い
品
で
す
。
与
し
、
漕
本
で
い
い
の
か
、
量
に
く
れ

一
週
に
一
宮
レ
か
借
町
民
戸
れ
な
い
た
h
の
で
す
。
日
本
の
文
固
に
も「メモリアルデ 」の子供の自転車パレード

読
み
聞
か
せ
る
と
喜
ぶ
本
も

duuy'JVJ3F〆'J'4J'J'J'JeJCV49Jdグ〆，
/'dイ
ダ
グ
ダ
〆
，
，
e

圏
宇
且
曜
に
見
始
て
ら
杭
た
長
れ
な

本
で
し
会

本
棚
に
い
っ
た
ん
並
べ
て
も
、

世
皐
か
円
が
な
い
の
で
、
盤
哩

k
宮

JYT争
宍
世
ま
っ
玄
も

っ
た
い
な
い
め
聞
が
起
章
守
。

舎
、
、
畦
恥
説
ま
な
い
の
で
、
丑

紙
も
中
も
ピ
ン
と
し
て
、
き
れ
い

な
の
で
す
。

や
む
な
く
占
本
市
で
安
く
一
売
っ

て
ほ
っ
と
レ
た
の
官
昔
が
、
間
も

な
く
P
帯
閉
伊
よ
U
で
陣
い
も

l第三種郵恒物認可〉

Y
5人
れ
、
広
い
分
野
明
選
本
の

葬
帽
い
た
の
事
い
し
、
い
ろ

い
ろ
不
備
な
図
・
莞
お
に
、
障

出
U

中
が
つ
ね
に
中
劃
宇
品
申
呈
w
盛

況
で
し
h

九。

円
が
た
つ
に
つ
れ
、
子
Y
ち
た

t
6健
忘
貸
し
抑
レ
統
計
、
ア

ン
ケ
ー
ト
専
か
ら
M
両
外
っ
平
め

肝
吉
な
本
H

に
つ
い
て
が
斬
し
い

器
見
ι
彩
幾
っ
か
し
た
の
で
す
。

私
主
ぽ
、
択
す
口
次
会
局
開

園
す
る
家
庭
が
A
a
町
せ
ら
れ
る
寄

しっかりした仕事に「ぜひ分けてほしLリという要望が多いのだが

果
て
し
し
ゅ
立
島
め
、
た
っ
た
三
ん
主
h

話
。
ふ
会
約
υく
主
一
亮
一
廿
ト
モ
ち
ゃ
/
お
才
能
『
大
章
一
九
匂
ア
メ
リ
カ
喜
八
九
・
二
三
の
は
」
は
、
日
本
は
「
農
」
「
自
一
「
個
性
」
一
一
一
一
一
・
一
号
均
「
叩
刊
」

亀

へ

山

の

き

に

見

事

な

作

品

一

れ

な

い

の

勾

一

お

で

し

ょ

弓
?
し
し
ゅ
う
に
は
費
一

Z内
在
、
日
産
「
霊
の
一
分
間
自
」
ぎ
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
一
千
一
一
物
。

3
1
a
E」

重
出
し
た
。
寝
く
ら
い
作
二
「
開
刊
し
て
い
て
、
普
に
こ
の
瓦
富
♀

cτ
拘
君
君
主
パ
?
/
ス
に
劃
を
つ
け
て
い
る
」
が
一
ア
メ
リ
カ
は
「
男
自
身
」
「
盟
」
一
六
一

・妻
、
「
知
性
」
士

・同

た
の
、
と
聞
く
と
、
世
え
て
な
い
立
ま
に
き
」
君
主
重
い
出
し
一
宗
主
品
し
い
ん
子
。
私
が
や
一
大
半
だ
か
、
ア
メ
リ
カ
は
「
ヒ
タ
ミ
一
「
さ
喜
っ
て
お
り
、
日
米
主
一
骨
、
「
宜
予
言
」
了
四
君

主
か
患
い
、
在
に
か
ん
で
答
一
て
察
車

C
弓
人
間
の
町
署
一
千
雪
で
き
し
う
は
行
喜
せ
ん
一
ン
削
FZ散
を
に
続
き
「
カ
ロ
リ
ー
に
「
「
供
与
回
書
固
に
な
っ
て
い
一
「
宰
P
さ
」
で
大
き
量
い

Z

宅
ト
モ
ち
ゃ
ん
の
官
官
官
一
と
い
う
己
妻
、
改
め
て
盟
主
一
よ
」
皇
警
ん
は
恒
て
い
た
。
一
の
照
量
に
閣
を
つ
け
る
こ
道
一
弓
一
ら
れ
奇
岩
国
語
「
甲
歪
ア
メ

の
バ
ラ
ン
ス
に
闘
を
つ

Z」
が
同
一
芸
川
、
「
台
特
に
取
っ
て
蚕
大
一
リ
渠
ほ
長
正
あ
解
釈
が
考

向
。
一
切
な
も
の
は
何
か
」
に
対
し
、
日
本
一
と
恵
っ
。
日
本
で
い
う
芸
?
区
己
は

「
自
信
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
宗
ほ
「
革
主
」
四
=
了

一均
一
立
問
伝
陣
い
客
固
め
た
在
芝
し

一
で
の
傘
底
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
意
味
し

て
よ
す
。
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
各
レ

一
さ
を
も
コ
と
位
と
同
僚
桔
び
つ
け
た

京
V
と
し
て
館
え
て
い
て
必
ず
U

も
良
い
イ
メ
ー
ジ
戸
ほ
言
王
な
い
」

と
い
う
f

「
女
性
に
生
主
事
れ
て
嗣
を
し
た
か

帽
を
し
た
か
」
で
健
婦
を
し
た
」

と
管
え
た
の
は
B
霊

長

8帯
以

下
だ
っ
た
が
、
私
菩
一
度
牛
寄
金
れ
変

る
よ
レ
な
ら
「
女
性
広
と
管
え
た
の

は
日
本
完
九
・
七
角
ア
メ
リ
カ
八

五
三
骨
と
、
鋼
、
骨
掠
き
で
主
性

完
が
い
い
事
え

こ
た
お
図
書
盤
F
U
、
分
析

し
「
占
禁
、
日
本
女
枠
は
和
気
あ
い

あ
い
と
飽
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
揖
し

み
、
ア
メ
リ
カ
女
件
ほ
、
心
島
鍛
餌

#
訊
耳
C

し
て
走
り
込
む
と
い
っ
た
女

性
フ
ン
ナ
l
揮
が
出
さ
れ
た
。

げれ
鍛
錬
沢
楽
し
み
志
向

どっ

τさ
た
の
に
は
、
思
わ
ま
白
逆
に
子
努
詰
再
捗
中
に
な
る

喪
し
で
レ
ま
い
事
ど
九
。
園
初
が
本
に
母
親
た
布
石
つ
り
一
呈
読
ま

ご
剛
ザ
つ
寄
炉
甘
告
示
っ
た
レ
弓
宗
主
兄
安
泥
り
」

図
重
な
の
で
、
寄
算
額
か
の
マ
ラ
!
主
九
一
家
に
金
い
に

ち
断
わ
る
わ
け
に
発
付
か
す
、
後
ボ
ス
ト
ン
ヘ
行
っ
た
一
家
。
「
イ

に
は
、
「
場
所
も
な
い
の
で
、
適
ン
ガ
ル
ス
一
家
」
の
と
っ
て
お
き

当
で
な
い
草
間
開
旬
開
レ
に
ま
の
お
や
つ
、
ヴ
ニ
テ
ィ
ケ

i
f

わ
支
援
い
こ
と
も
奇
也
守
口
」
と
が
お
帽
曹
に
な
っ
た
お
出
さ
ん
1

士
承
を
営
む
た
が
、
盤
?
に
己
私
た
ち
堕
す
も
示
会
に
出
与
大

の
書
ダ
メ
と
も
い
一
司
令
、
閣
り
才
己
お
ろ
ぎ
」
の
チ
ェ
ス
タ
ー
を

事
レ
ド
九
。
過
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
夕
、
ど
に
持
費
』
、

輯
濯
が
、
特
に
日
本
@
+
供
と
「
ク
ロ
上
ア
ィ
ア
の
榔
笛
」
の
姉

し
宇
政
ん
で
ほ
し
い
と
厭
う
、
日
拍
と
同
じ
巡
践
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

本
の
伝
的
民
臣
、
田
川
恒
宰
め
他
ン
品
稀
館
宇
歩
持
旭
町
毒

C
弓

皇
の
文
化
遣
要
信
一
意
本
、
己
の
安
遅
過
を
遇
っ
て

そ
れ
に
あ
る
砲
の
日
本
の
創
作
自
制
が
一
方
的
に
本
署
押
し
つ
け
る

4
文
字
は
、
全
く
告
が
っ
た
風
土
行
為
が
い
か
に
逆
効
需
で
あ
る
か

に
い
る
海
外
っ
~
す
に
は
典
麗
な
の
を
間
り
、

T
袋
詰
示
面
白
矛
る

か
、
ぞ
れ
要
情

E
読
ま
哲
ん
本
が
、
大
人
い
を
苦
手
b
-
量

で
し
信
己
の
閣
の
本
は
、
慣
り
ず
に
は
い
ち
れ
な
い
本
で
あ
る
乙

ら
れ
な
く
と
も
よ
い
本
は
草
剛
に
・
多
革
開
レ
ナ
ゆ
く
の
で
し
た
。

残
し
、
視
が
借
り
ア
桟
み
剛
か
せ
図
・
量
謀
筋
に
曹
加
し
宇
抱
た
親

に
使
い
手
ど
九
。
閉
ん
で
や
争
と
の
仰
の
軍
K
の
収
揮
で

kι1

↓
安
斉
唱
直
立
守
。
私
の
京
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
来
て

も
、
闘
を
己
主
活
に
「
か
さ
乙
皇
の
毒
の
本
主
に
車
つ

ド
ぞ
っ
」
「
つ
号
L
さ
つ
ほ
う
」
っ
と
む
苧
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か

「
モ
チ
モ
チ
の
さ
「
た
つ
の
子
っ
た
け
《
や
っ
て
み
て
い
小
か
っ

太
郎
」
「
一
貢
一
ひ
な
の
月
冠
《
た
」
と
い
う
N
さ
ん
の
言
葉

q

d
主
主
た
な
っ
て
行
ま
払
た
君
害
妄
正
く
代
弁
し

し

h

ι

。

て

い

ま

し

九

、、、
記骨 -;1-;<'.1-
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確かな
支点を定めて。

ちがし斗まっきりクレラップ
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した。クッキリ鮮やかなクリーン・スチル&スローで日スポーツの決定的瞬間

ントローデイング)j式だから、 操作も簡単です。
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級護iな計算と工夫力士無理の
ない美しL、調和を生み出します。

日々の生活や事業の経営にも、

確かな支点を定め、上Tなバ
ランスを工夫したL、もの。

三井はいつも、みなさまのお

役に立つ銀行として、確実で

安定した支えをお約束いたし

てまいります。

使って分る品質のちがい
ラップは品質でお選びください今、クレラップが選ばれています

、切れHの良さ

きれいに切れて、

ムダができません。
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面撤性抜群です。

ヒ。タッt密着、

簡単に包めます。

刈寸きHの良さー記



(4) (火曜日 〉

狼
男
ア
メ
リ
カ
ン

ヨ

一
「
ケ
ン
タ
y
キ
!
ブ
ラ
イ
ド
・

〉

一
ム
ー
ビ
ー
」
「
ア
ニ
マ
ル

・
ハ
ウ
ス
」

引
i

一
「
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
」
と
、

上

一
世
界
中
の
若
者
の
共
鳴
と
笑
い
の
渦

F
一
を
手
中
に
し
た
ジ
ョ
ン

・
ラ
ン
デ
ィ

4
一
ス
の
憲
話
罪
が
、

-b
「
狼
男

年

一
ア
メ
リ
カ
ン
」
だ
。

ワ

一
も
と
も
シ
浪
男
は
、
ロ
ン
ド
ン
の

5
一
満
月
の
夜
、
人
闘
が
除
り
声
を
あ
げ
、

口

一
休
中
を
か
き
む
し
る
と
、
毛
主
ぇ
、

杢

キ
パ
が
つ
き
出
て
ケ
ダ
モ
ノ
に
変

B
一
身
す
る
と
い
、
三
あ
刊
、

こ
の
原
典
の
物
語
に
そ
っ
て
、
ラ

ン
デ
ィ
ス
は
、
主
人
公
に
若
い
ア
メ

リ
カ
の
青
年
に
仕
立
て
彼
な
ら
で

は
の
お
楽
し
み
と
笑
い
房
盛
り
乙
ん

で
い
る
。

安売~ ./'、来斤恒明国釜~

乙
の
作
品
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
狼
男
の
変
身
の
シ
l
ン
ゃ
、
だ

ん
だ
ん
腐
っ
て
い
く
死
体
。
と
の
メ

イ
ク
を
盟
ヨ
し
て
い
る
の
が
、
若
い

メ
イ
キ
ヤ
シ
プ
師
の
リ
ッ
ク

・
ベ
イ

カ
1
0
彼
は
「
キ
ン
グ
コ
ン
グ
」
、
「
ス

タ
l
・
ウ
冷

l
ズ
」
で
宇
宙
酒
場
に

集
ま
る
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
ゃ
「
縮
み

ゆ
く
女
め
ゴ
リ
ラ
な
Y
湊
華
か
け
、

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
第
一
人
者
。

ベ
イ
カ
l
は
、
八
一
年
度
ア
カ
デ

ミ
ー
貨
で
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
第

一
回
メ
イ
ク
・
ア
ッ
プ
貨
を
受
ロ
υ

て
い
る
。
宅
人
公
の
若
者
二
人
に
は
、
新
人

を
起
司
狼
男
に
扮
す
る
デ
1
ビ
ッ

ド
・
ノ
1
ト
ン
は
、
ド
ク
タ
ー

・
ペ

ッ
パ
!
の
C
Mで
知
色
れ
、

T
Vシ

リ
ー
ズ
「
メ
イ
キ
ン
・
イ
ッ
ト
」
に

キ
演
1

乙
の
他
三
本
の
映
画

(
日
本

来
公
開
)
に
出
演
。

腐
敗
し
た
死
体
を
演
ず
る
グ
リ
フ

だ。
ま
た
、
主
人
公
と
罪
υ合
う
臣
包
護

婦
役
の
ジ
ェ
ニ

1
・
ア
ガ
タ
l
は

「
若
草
の
祈
り
」
「
驚
は
舞
い
障
り

た
」
、
英
ア
カ
デ
ミ
ー
助
演
貨
を
得

一ア『」1

0
 

っ
た
知
し
を
だ
と
い
江
山
一
審
と
い
る
に
き
宗
連
季

T
Q一
る
ほ
《
に
き
び
は
若
い
人
の
一
特
許

明
げ
一
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
に
き
び
は
男

川
田
一
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関
係
が
深
く
、
男

殺
に
一
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
活
発
化
す
る

続
察
一
審
期
か
ら
で
き
始
め
ま
す
b

し
か

連
警
一
、
は

τ、男
性
の
場
合
、
に
き
び
で
悩
ん

界

一
で
い
る
人
の
八
割
が
二
十
歳
前
に
集

F
ピ
一
中
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
女
性
の
場

一
合
、
十
四
t
，
五
歳
か
ら
四
+
歳
ぐ
ら

一
い
ま
で
と
広
い
周
に
分
散
し
て
い
ま

う
そ
く
。
探
る
志
つ
な
自
で
二
人
を
一
す
。

見
つ
め
る
パ
ブ
の
中
の
村
人
た
ち
。
一
資
仕
萱
の
消
費
者
相
談
に
寄
せ
ら

気
の
り
し
な
く
な
っ
た
二
人
は
、
{
凡
一

談
を
言
い
合
、
2
気
も
什
守
、
再
立
川
一

野

を

歩

き

続

け

た

。

一

そ
の
時
、
閣
の
向
こ
う
か
ら
、
乙
一

の
悶
の
も
の
な
ら
ぬ
遠
吠
え
が
|
一

れ
る
肌
の
悩
み
は
に
き
び
が
ト
ン
プ
一
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
の
が
遺

容
は
と
く
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
伝
的
素
因
。
ま
た
誘
発
因
子
と
し
て

「
に
き
お
原
因
に
は
、
遺
伝
的
一
は
食
物
、
震
な
ど
に
よ
る
男
性
ホ

ニ
キ
ビ
こ
の
憎
い
奴

食
事
と
生
活
で
か
な
り
調
整

楽
園
長
発
因
子
が
あ
虫
ま
す
。
に
一
ル
モ
ン
、
露
詰
へ
の
影
響
が
考

き
び
が
で
き
て
い
る
人
は
、
そ
の
親
一
え
ら
れ
ま
す
」
(
東
京
遜
信
病
院
皮

も
必
ず
に
き
び
が
で
き
た
経
験
が
あ
一
膚
料
部
長
・
戸
田
浄
民
)

そ
れ
か
ち
三
週
間
、
デ
l
ヒ
ッ
ド

は
ロ
ン
ド
ン
の
病
院
で
目
ざ
め
た
。

ジ
ャ
γ

ク
は
身
を
雪
量
か
れ
て
死

に
、
埋
葬
の
た
め
、
す
で
に
死
体
は

ア
メ
リ
カ
に
返
さ
れ
て
い
た
。

デ
l
ビ
ッ
ド
は
、
自
分
た
ち
を
襲

っ
た
の
は
逃
亡
し
た
精
神
異
常
者

で
、
追
手
に
態
た
れ
、
荒
野
に
練
で

死
ん
で
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
、
と

聞
か
さ
れ
た
。

だ
が
、
何
か
が
違
っ
て
い
た
。

若
く
美
し
い
宥
緩
婦
、
プ
レ
ッ
ク

ス
・
プ
ラ
イ
ス
(
ジ
ェ
ニ
ィ

・
ア
ガ

タ
l
)
の
助
け
で
デ
l
ビ
ッ
ド
は

徐
々
に
回
復
υ
始
め
た
。
夜
毎
う
な

さ
れ
る
喜
v。
森
を
駆
け
ぬ
け
、
鹿

に
襲
い
か
か
る
自
分
を
み
つ
め
、
彼

は
奇
妙
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
何
か
が

ひ
ど
く
狂
っ
て
い
る
。

退
院
の
二

E
刷、デ
l
ビ
ッ
ド
は
、

死
ん
だ
は
ず
の
友
人
ジ
ャ
ッ
ク
の
訪

問
を
受
け
た
。
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂

か
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
は
陽
気
に
デ
1
ビ

ッ
ド
に
話
し
か
け
る
。

「
狼
男
の
最
後
の
血
を
断
た
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
票
そ
も
つ
だ
。
自

殺
し
給
唱
え
」
:
・
:
。

(日
本
へ
ラ
ル
ド
映
画
配
給
)

黒ニキビ

満
月
に
あ
の
捻
り
声

あ
っ
と
驚
く
メ
イ
ク
ア

ッ
プ

ィ
ン
・
ダ
ン
は
舞
台
や
二
本
の
作
品

に
山
出
演
、
自
ら
監
督
室
か
け
た
と

と
も
あ
る
と
い
う
才
能
の
持
ち
主

た

湘

つだ

o

郁
-
コ
t

m

よ
批

僻

る
始
え
き
燃
起
は
が
体
化

輪

、
変
ず
に
か
体
つ
身
ち
の
落
ド
ド
y

!

・

分
ピ
気

一デ

た
「
エ
ク
ウ
ス
」
等
で
知
ち
れ
る
。

他
に
は
「
戦
争
と
自
国
墜
の
ジ
ョ
ン

・
ウ
ッ
ド
パ
イ
ン
、
「
ア
ガ
サ
」
の

ポ
I
ル
・
ケ
ン
パ

l
、
「
プ
ラ
ニ
ガ

ン
」
の
ラ
イ
フ

・
ケ
イ
等
が
協
を
圃

め
て
い
る
。

製
作
総
指
揮
は
「
ザ
・
デ
ィ

l
プ」

「ミ
γ
ド
ナ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

の
ピ

l
タ
l
・
ギ
ュ

l
パ
!
と
「
ス

タ
1
誕
生
」
「
メ
イ
ン

・
イ
ベ
ン
ト
」

の
ジ
ョ
ン

・
ピ
1
タ
l
ズ
。

〈
物
語
〉

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
に
旅
レ
て

そ
れ
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
回
司
令
つ
・・・
・:

と
れ
が
、
三
ヶ
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
室
開
札
、
デ
l
ビ
ッ
ド
(
デ
l
ビ

ッ
ド

・
ノ
1
ト
ン
)
が
ジ
ャ
ッ
ク

・

グ
ッ
ド
マ
ン
(
グ
リ
フ
ィ
ン

・
ダ
ン
)

に
話
し
た
計
画
だ
っ
た
。

夜
、
荒
涼
た
ち
野
の

2
2
qひ
れ

た
道
を
歩
き
、
冷
え
き
っ
て
疲
れ
果

て
た
二
人
は
、
パ
ブ
「
翠
C
れ
た
小

羊
」
が
訪
れ
た
。

壁
に
掛
か
れ
た
星
形
と
二
本
の
ろ

効
果
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。
資
生
堂

美
容
課
長

・
岡
田
公
子
さ
ん
は
次
の

ょ
っ
に
言
っ
て
い
ま
す
。

に
き
び
は
手
入
れ
し
た
か
ら
と
い

っ
て
す
ぐ
に
治
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
気
長
に
根
気
よ
く
手
入
れ
を
続

け
る
こ
と
が
一
番
。

に
き
び
に
な
り
や
す
い
人
、
初
期

症
状
の
に
き
び
が
で
き
て
い
る
人
の

手
入
れ
の
一
ポ
イ
ン
ト
は
①
清
潔
②
殺

菌
③
脱
脂
④
乾
燥
。

気
が
な
く
な
虫
手
。
一
①
皮
脂
の
分
泌
が
多
い
た
め
、
肌

根
治
す
る
決
定
的
室
回
宙
開
法
は
あ
一
が
汚
れ
や
す
く
毛
あ
な
も
ふ
さ
が
れ

的
手
品
せ
ん
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
十
一
や
す
く
な
る
の
で
少
く
と
も
朝
晩
二

分
で
き
ま
す
。
薬
併
の
ん
だ
り
注
射
一
回
、
洗
い
流
す
タ
イ
プ
の
洗
顔
料
で

を
す
る
と
と
も
で
告
量
す
が
、
安
全
一
洗
顔
(
洗
い
す
ぎ
な
い
と
と
)

空
各
は
食
事
昌
星
活
に
注
意
一
②
皮
膚
の
細
菌
毒
ぇ
、
場
殖
を

す

る

こ

と

。

一

防

ぐ

。

嫌
気
件
欝
は
、
皮
虜
表
面
の
空
気
一
③
毛
あ
な
に
た
ま
っ
た
余
分
な
皮

の
あ
る
と
と
ろ
で
は
活
動
し
ま
せ
ん
一
脂
を
取
り
去
り
細
閣
の
増
殖
、
懇
化

が
、
毛
あ
な
に
入
り
、
皮
膚
表
面
を
妄
境
、

ふ
さ
が
れ
る
と
繁
殖
を
始
め
ま
す
。
一
④
皮
脂
表
面
を
で
き
る
だ
け
乾
燥

で
す
か
ら
、
に
き
び
の
あ
る
人
は
、
一
さ
せ
、
細
菌
の
増
要
部
え
る
。

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
は
ひ
か
え
ま
し
ょ
一
謀
礎
化
粧
品
は
、
乙
の
四
つ
を
ポ

ぅ

。

一

イ

ン

ト

に

、

に

き

び

肌

用

の

ね

あ

か

。
に
き
内
め
あ
る
人
の
手
入
れ
一
色
選
び
、
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

そ
れ
で
は
、
に
き
び
を
予
防
す
る
一
避
け
、
と

P
レ
て
も
お
化
粧
し
な
く

た
め
に
は
、
ど
の
さ
毒
手
入
れ
が
モ
は
な
患
い
望
号
、
粉
白
粉
を

ー
ー
ー
j
t
P
Il
l

一
用
い
、
目
、
日

πに
ポ
イ
ン
k
を
お

一
、
た
メ
イ
ク
莞

ニ

キ

ビ

の

種

類
一
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
重

①
皮
脂
線
の
は
た
ら
さ
が
活
発
に
な
一
な
運
動
弁
渥
眠
、
ス
ト
レ
ス
解
消
も

る
と
角
質
も
厚
く
な
り
、
毛
孔
に
皮
一
大
勾
ま
た
、
額
や
頬
に
髪
が
か
か

脂

が

つ

ま

る

一

る

弁

髪

の

汚

れ

が

治

虫

乞

お

そ

く

し

②
マ
毛
孔
に
角
質
と
皮
脂
が
つ
ま
っ
一
ま
す
。
洗
髪
を
ま
め
に
し
、
穫
る
時

て
、
黄
白
色
に
も
め
4
の
が
っ
て
い
る
一
は
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
か
、
髪
を
東
有

マ
毛
孔
の
先
端
に
つ
ま
っ
た
皮
脂
一

枕
カ
バ
ー
も
毎
日
取
わ
が
え
ま
し
ょ

が、

空
気
に
ふ
れ
て
酸
化
さ
れ
黒
く
一
ぅ
。

な
っ
て
い
る

一
顔
全
体
に
、
に
き
び
が
広
が
り
、

③
毒
つ
が
炎
事
お
こ
し
て
参
¥
瓦
味
が
あ
っ
て
俸
い
愛
国
、
磐
持

な
り
、
さ
わ
る
と
い
た
み
を
感
じ
る
一
っ
た
り
、
皮
虜
に
小
豆
の
さ
つ
な
し

④
炎
症
を
伴
な
っ
た
も
の
が
悪
化
一
乙
り
が
で
き
る
な
Y
量
症
の
に
き
び

し
、
細
一
票
培
殖
し
て
握
し
、
さ
一
は
、
皮
膚
科
需
医
に
か
か

2
E

わ

る

と

い

た

い

よ

う

。

(

資

料

提

供

資

律

膏

一

)

皮
脂
腺
が
活
発
に
な
る
と
、
角
化

塩
害
」
軍
事
合
っ
て
毛
あ
な
が
ふ

さ
が
れ
、
皮
脂
-Y
汚
泌
が
順
調
に
い

か
な
く
な
早
ま
す
。
こ
の
段
階
で
も

あ
な
の
つ
ま

P
乞
取
り
、
毛
あ
な
を

あ
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
1

に
き
内
め
原
因
と
言
わ
れ
る
ア

ク
ネ
杵
菌
は
嫌
気
件
蹟
な
の
で
、
毛

あ
な
李
主
の
け
、
空
気
に
さ
ら
す
と
元

@置症のニキピ舗胞〉

@ 

①桝盟主のニキピ伝活ヨ

白ニキピ

f 
皮脂腺

①ニキピのできはじめ

(第三種劃更物認可)
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皮脂腺

無料で希望者に

パイナップルで

ヘルスアップ
メニューの本

レド の59千Fをあけようカち
味を大切にする奥さまに捧げます二

テーフツレの脇役たちもちょっぴり気どって。さあごちそうの夜です。

;青，曹を第一に

-~~町.;害潰食品

{土き tf

材
料
H
(
一
人
分
)
牛
肉
よ
笥

匂
の
も
の
を
?
殺
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

の
皮
を
む
い
た
払
}
の
凶
コ
ン
ソ
メ

ス
l
プ
ぬ
カ
ッ
プ
セ
ロ
リ
見
本

プ
チ
ト
マ
ト
5
個
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

2
本
マ
ー
ガ
リ
ン
小
さ
じ
l
杯

赤
ワ
イ
ン
小
さ
じ
l
杯。

作
り
方
H
①
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
半

分
に
切
り
、
牛
肉
章
一
主
己
つ
け
、
金

串
で
と
め
る
。
②
耐
熱
皿
(
深
め
)

に
φ
と
半
分
に
創
っ
た
セ
ロ
リ
、

す

じ
を
と
っ
た
エ
ン
ド
内
手
の
せ
、
ス

ー
プ
を
加
え
て
一
六
O
度
の
オ
ー
プ

ン
で
十
分
間
焼
く
。
⑨
あ
を
皿
に
盛

り
、
そ
の
皿
に
残
っ
た
汁
を
ナ
ベ
に

移
υ、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
ワ
イ
ン
を
加

え
て
半
分
に
煮
つ
め
、
③
に
か
け
る
。

王
冠
の
マ
l
ク
、
ド
l
ル
・
ブ
ラ
一
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
プ
ロ
マ
リ
ン

ン
ド
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
バ
ナ
ナ
で
一
た
ん
ぱ
く
質
の
分
解
、
吸
収
を
高
め

有
名
な
キ
ャ
ッ
ス
ル

・
ア
ン
ド

・
ク
一
る
の
で
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
役
立

ッ
ク

・
イ
ー
ス
ト

・
ア
ジ
ア
・
リ
ミ
一
ち
、
ビ
タ
ミ
ン
、
と
く
に
新
陳
代
謝

テ
ッ
ド
日
本
支
社
で
は
、
フ
ー
ド

・
一
を
活
発
に
し
、
脳
の
働
さ
を
よ
く
す

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
市
川
稜
子
さ
ん
一
る
ビ
タ
ミ
ン
n
目
安
鍾
富
に
含
ん
で
い
材
料
H
鶏
も
つ
4
5
0匂
パ
イ

の
蕗
修
指
導
に
よ
る
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
一
る
。
妻
、
成
人
病
予
防
に
役
立
つ
一
ナ
ッ
プ
ル
a
u
O匂
揚

油

大

さ

ル
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
」
と
と
い
う
ダ
一
食
物
セ
ン
イ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
一
じ
1
杯
カ
レ
l
粉
大
さ
じ
1
杯

イ
エ
ッ
ト

・
メ
ニ
ュ
ー
小
間
平
を
消
一
ヨ
ベ
低
カ
ロ
リ
ー
、
健
康
食
口
哲
一
減
同
事
レ
ょ
う
油
大
さ
じ
ぬ
杯

題、

望
者
向
け
に
信
号
希
望
者
に
は
熊
一
し
で
も
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
昏
」
し
て
一
乙
し
よ
う
少
々
。

料
配
布
す
る
。
一
最
適
と
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
食
事
を
一
作
り
方
H
①
鶏
も
つ
は
食
べ
よ
い

内
容
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
房
居
間
っ
一
同
社
で
は
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
一
大
き
さ
に
切
り
、
水
に
一
時
間
つ
り

た
朝

・
昼
・
夜
の
セ
ジ
ト

・
メ
ニ
ュ
一
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
ヘ
ル
ス

・
ア
一
で
血
抜
き
を
し
、
水
気
を
切
者
。
②

ー
に
加
え
、
ス
ト
レ
ス
解
消
メ
ニ

ュ
一
ッ
プ
」
の
中
か
ら
簡
単
で
お
い
し
い
一
パ
イ
ナ
γ
プ
ル
は
二
セ
ン
チ
角
く
ち

l
、
壁
面
復
メ
ニ
ュ
ー
、
低
カ
ロ
一
料
理
痘
室
一
土
語
合
一
い
に
切
る
。
③
厚
手
ナ
べ
に
油
を
敷

リ
l
-デ
ザ
ー
ト
な
y
h料
理
法
が
写
一

ミ

!

卜

一
き
、
鶏
も
つ
を
い
た
め
、
七
分
通
り

真
入
り
で
掲
撃
C
れ
て
い
る
。

パ
イ
ン
ロ
ー
ル

一
妙
め
た
ち
、
調
味
料
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

d
B
E
E
t
ル
を
加
え
る
。
さ
ら
に
一
分
く
ら
い

』

aa
妙
め
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
加
え
て

凶
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
火
を
通
し
て
い
る

臨
僻
ι

一
一
と
水
分
が
出
し
て
レ
志
つ
の
で
注
意
且

闘
闘

'j刷
。
。

樹
園
・
・
F
M

幽

「

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ

周
囲
・
・
田
町
時
制
プ
」

希
望
者
は
、
〒
1
0
2東
京
都

同
司
h
・

例制

千
代
田
区
麹
町
4
1
5

K

Sピ
ル

.

.

.
 
，

叩

パ

|
ソ
ン

・
マ
|
ス
テ
ラ
富
士
内

J
拍
明
司
，

吋

パ

イ

ナ
ッ
プ
ル・

メ
ニ
ュ
ー
小
冊

晶

子
係
ま
で
申
し
込
む
と
郵
送
し
て
く

h
邑
司
れ
る
。

パ

イ

ン

と

鶏
も
つ
力
レ
1
煮

ニチレイの高級冷凍食品ホワイトバック。レストランの本格的な
〆
I f 昧をご家庭て、楽しめます。最後のf士あげは奥さまの知恵と愛情て

工夫すれば、これはもう街のレストランて、も味わえないオリジナル・

一ぷん

この続お13レストラ~JlU=

傭鎌倉ねたもので'0'.
ご主人の帰りがし、つになく早くなることうけあいて"1"0メニュー。

トラン用の
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